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	　　　　　　　　　　　　　　　　 　　韓国の感染症患者数
我が国と隣国の韓国とは人的交流が多く、韓国で発生している感染症は、我が国に入ってくる可能性が高いです。そこで、7月8日に韓国疾病管理本部が、英文で公表した2007年から2009年6月20日までの患者統計をお知らせします。
6月26日韓国中央日報日本語版：昨年の伝染病発生、結核・水痘・ツツガムシ病の順
　昨年最も多く発生した伝染病は結核・水痘・ツツガムシ病の順であることが明らかになった。前年に比べてコレラ・腸チフスなど衛生状態と関連した伝染病は減ったが、水痘とエイズ患者は増えた。疾病管理本部は25日、「2008伝染病監視年譜」を出した。伝染病に感染した患者は計7万941人で、1000人当たり1.4人が伝染病に感染したことが分かった。

表　韓国における2007年から2909年6月20日までの感染症患者報告数（韓国疾病管理本部）
〔Public Health Weekly Report - Week 25 （2009-07-08）〕
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０

６

７

水痘

16,532

 22,849

20,284
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２

１

４
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０
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５
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７
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０

０

０
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(http://www.cdc.go.kr/kcdchome/jsp/home/common/brd/COMMBRD1200Detail.jsp?boardid=1545&boardseq=12&menuid=&appid=&contentid=&pageNum=&tabinx=&pageNo=&q_value=&q_name=&sub=)
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　我が国と比べ韓国でマラリアとツツガムシ病の発生数が多い。マラリアについては、北朝鮮との国境近くで多く発生していると聞いたことがあります。

　また、腸管出血性大腸菌、レジオネラの発生数が少ない。腸管出血性大腸菌患者が少ないのは、多分辛味香辛料を使ったキムチの多量摂食によるものだろうと聞きました。レジオネラは検査を十分にしていないのだと思います。

　狂犬病の発生報告が無いので、北朝鮮との国境近くの野生動物の対策がとれたためと思われます。感染症統計にはありませんが、ノロウイルスの発生は大変多いものと思われます。

韓国への旅行者は新型インフルエンザのほかに、マラリア、ツツガムシ病、ノロウイルスの注意、対策が必要と思います。（笈川）

2008/10/01朝鮮日報日本語版
韓国の地下水、３割がノロウイルスに汚染
　全国の地下水の約3分の1が、食中毒を引き起こすノロウイルスに汚染されていることが分かった。ノロウイルスは主に水や食物を通じて人に感染。韓国の食中毒発生原因の20％を占める。
環境部傘下の国立環境科学院は30日、「4月から全国地下水の汚染状況を調査した結果、調査対象300カ所の地下水のうち、104カ所（34.7％）でノロウイルスが検出されたことから、地下水の使用を中断するよう地方自治体に伝えた」と明らかにした。
調査対象の地下水の中で飲料水として使用される176カ所のうち、学校や軍部隊、修練所など64カ所（36.4％）でノロウイルスが検出された。ただし同科学院は「まだノロウイルスによる食中毒事例は報告されていない」と説明した。
ノロウイルスは人の腸でのみ繁殖し、排泄物を通じて空気や水などに伝わり、長い場合は40日ほど生存する。伝染力が非常に強く、ワクチンが開発されていないために予防ができない。
パク・ウンホ記者
追伸　８月２３日現在、７月８日以降感染症患者報告の英文での公表はありません。
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2009年の数値は速報値です。


また、この表では、最近数年発生報告がないペスト、ジフテリア、急性灰白髄炎、発疹チフス、炭疽などは除きました。








